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療養棟

デイケア





施設⾧の堀内です

近年流行しているAIに午年のご挨拶のポイントを尋ねたところ、次のように教えてくれました。
『

…AI恐るべしですね。

さて、年末に最近オールドメディアと揶揄されているテレビのクイズ番組を見ていて感心したのが、
「当たり前」の反対は？との問いへの答えでした。答えは「有難い（ありがたい）」→「ありがとう」な
んですね！今回は、「ありがとう」感謝について筆を進めてみたいと思います。いろいろな啓発本、脳科
学の世界、マインドフルネス等で、感謝する習慣が大切だと説かれており、感謝日記をつけましょうなど
とされております。「ありがとう」という言葉を多く口にするほど幸福度が上がるというのは、脳科学分
野でも定説となってきております。昨年、感謝日記に挑戦したものの継続できませんでした。日頃、我が
愛する奥様には、あなたは感謝が足りないと言われ続けてきております。新年に際し、自らを大いに反省
し、感謝の気持ちをここに述べていきたいと思います。

年末・年始にご自宅へ帰ることが出来ず、気持ちが収まり切れないご利用者さま
への傾聴対応を介護士さんたちはしてくれていました。中には、１～２時間も対
応しているケースもあります。皆様、人の話をそれだけの時間聞いていることが
できますか？精神的な落ち着きをもって、プロとしての働きに頭が下がります。

施設には、介護を勉強する学生、リハビリを勉強する学生が実習に来ておりま
す。今どきの学生は皆スマートで熱心です。自分が学生だった頃、こんなに落ち
着いていただろうか？もっと浮き足だっていたなぁと思い返しています。その学
生たちに応えようと、介護もリハもとても熱心に教えています。多分あれだけの
熱量で教えようとしている姿は、教わる学生たちの心を打つのだと思います。自
然とそういう環境が醸成されているこの施設は素晴らしいと思います。施設⾧は
あまりしゃしゃり出ないスタンス(ここ大事)がいいのでしょう。

看護師さんにも感謝しなくてはいけません。ご承知のとおり、老
健はある程度の医療行為を実施するよう厚労省から指導されている
ところであります。しかし、病院のように検査するスペックがそも
そもありません。医療資材も潤沢ではありません。その中で出来う
る最善の医療行為を実施してきております。ご利用者さまの体調の
変化を速やかに把握して必要であれば医療機関へ繋げていっており
ます。よくご家族に病院に行かなくて大丈夫かと問われますが、そ
もそも大丈夫なんてことは前提として言えないと考えております。

スタッフの皆様に支えられ、本年も何とかやって行こうと考えております。
常に、感謝して日々精進してまいります。

ご利用者さまの平均年齢は89歳です。検査をすればするほど疾病は検出されるで
しょう。では、次にその疾病は治療できるのかどうかの天秤となります。簡単に
検査と書きましたが、検査するのも大変です。ご家族に問われた時に、医療機関
へ行った方がいいのか悪いのか、メリットデメリットをよくよく考えた上で、看
護師さんたちは説明してくれています。施設⾧は判断に迷うことがしばしばです
が、いつも看護師さんたちに助けられております。とても頭が下がります。


